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は
じ
め
に

この本
ほん

は、次
つぎ

のような方
かた

におすすめします。

◆	日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

N2 の受
じゅ

験
けん

勉
べん

強
きょう

中
ちゅう

で、

読
よ

む力
ちから

が十
じゅう

分
ぶん

ではないので、読
よ

む力
ちから

を

つけたいという方
かた

◆	話
はな

す力
ちから

、聞
き

く力
ちから

はあるが、読
よ

む力
ちから

が不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

な方
かた

◆	日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

のためだけでなく、日
に

本
ほん

でどんな本
ほん

が読
よ

まれているか知
し

りた

い方
かた

こ
の
本

ほ

ん

の
特

と

く

長
ち

ょ

う

● 日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

の出
しゅつ

題
だい

傾
けい

向
こう

にあった読
よ

み物
もの

　本
ほん

文
ぶん

は日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

N 2「文
ぶん

章
しょう

の文
ぶん

法
ぽう

」「読
どっ

解
かい

」の出
しゅつ

題
だい

傾
けい

向
こう

にあわせたものを選
えら

びましたので、落
お

ち着
つ

いて試
し

験
けん

を

受
う

けることができます。

● 実
じつ

力
りょく

に応
おう

じて問
もん

題
だい

が選
えら

べる。

　問
もん

題
だい

は易
やさ

しいものから難
むずか

しいものへ進
すす

むように並
なら

べてあ

りますが、自
じ

分
ぶん

の力
ちから

にあわせた問
もん

題
だい

から、自
じ

由
ゆう

に始
はじ

めるこ

とができます。

● 詳
くわ

しいフィードバック

　すべての問
もん

題
だい

に「答
こた

えるための解
かい

説
せつ

」「読
よ

むための解
かい

説
せつ

」

がついていますので、本
ほん

文
ぶん

を正
ただ

しく理
り

解
かい

できます。問
もん

題
だい

が

解
と

けないとき、参
さん

考
こう

にしてください。正
せい

解
かい

をみつけるには

文
ぶん

のどこを読
よ

めばいいのかがわかります。

● 関
かん

連
れん

語
ご

で語
ご

彙
い

の力
ちから

を増
ま

すことができる。

　解
かい

説
せつ

の最
さい

後
ご

に関
かん

連
れん

語
ご

とコラムがあります。本
ほん

文
ぶん

と関
かん

連
れん

す

る言
こと

葉
ば

がたくさん取
と

り上
あ

げてあるので、無
む

理
り

なく言
こと

葉
ば

の数
かず

が増
ふ

やせます。
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● はやく読
よ

む練
れん

習
しゅう

　短
たん

文
ぶん

・中
ちゅう

文
ぶん

・長
ちょう

文
ぶん

を読
よ

む力
ちから

をつけるための「はやく読
よ

む

練
れん

習
しゅう

」問
もん

題
だい

が 31 問
もん

ついています。

● どこでも楽
らく

に勉
べん

強
きょう

できる。

　問
もん

題
だい

の正
せい

解
かい

はページ下
した

にあるので、チェックがしやすく、

どこでも、例
たと

えば電
でん

車
しゃ

の中
なか

でも楽
らく

に勉
べん

強
きょう

することができます。

この本
ほん

は下
した

の 5編
へん

に分
わ

かれています。

1　�自
し

然
ぜん

な日
に

本
ほん

語
ご

力
りょく

をつけるための「文
ぶん

章
しょう

の文
ぶん

法
ぽう

」

2　文
ぶん

の内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

するための「内
ない

容
よう

理
り

解
かい

」

3　複
ふく

数
すう

のテキストを読
よ

み比
くら

べる「統
とう

合
ごう

理
り

解
かい

」

4　筆
ひっ

者
しゃ

の主
しゅ

張
ちょう

、理
り

解
かい

をつかむ「主
しゅ

張
ちょう

理
り

解
かい

」

5　必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を得
え

るための「情
じょう

報
ほう

検
けん

索
さく

」

問
も ん

題
だ い

の構
こ う

成
せ い

「文
ぶん

章
しょう

の文
ぶん

法
ぽう

」の問
もん

題
だい

　これは、本
ほん

文
ぶん

に  があり、その中
なか

に入
い

れる文
ぶん

や言
こと

葉
ば

を探
さが

す問
もん

題
だい

です。自
し

然
ぜん

な文
ぶん

章
しょう

を作
つく

る力
ちから

があるかどうか

をみる問
もん

題
だい

です。このような問
もん

題
だい

に答
こた

えるためには、自
し

然
ぜん

な日
に

本
ほん

語
ご

がわからなければなりませんから、毎
まい

日
にち

たく

さん日
に

本
ほん

語
ご

を読
よ

むようにしてください。

こ
の
本

ほ

ん

の
構

こ

う

成
せ

い

と
使

つ

か

い
方

か

た

「内
ない

容
よう

理
り

解
かい

」の問
もん

題
だい

　本
ほん

文
ぶん

は日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

N2「読
どっ

解
かい

」の出
しゅつ

題
だい

傾
けい

向
こう

にあわ

せたものを選
えら

びました。「短
たん

文
ぶん

」「中
ちゅう

文
ぶん

」と長
なが

さも日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

の問
もん

題
だい

と同
おな

じです。短
たん

文
ぶん

には設
せつ

問
もん

が 1 問
もん

、中
ちゅう

文
ぶん

には 3問
もん

あります。どれもエッセーなどを読
よ

んで、筆
ひっ

者
しゃ

の気
き

持
も

ちを理
り

解
かい

したり、論
ろん

理
り

を理
り

解
かい

することができるか

をみる問
もん

題
だい

です。

「統
とう

合
ごう

理
り

解
かい

」の問
もん

題
だい

　これは、2つのテキストを読
よ

み比
くら

べて、その内
ない

容
よう

を比
ひ

較
かく

するものです。日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

でさまざまな角
かく

度
ど

から、情
じょう

報
ほう

を得
え

ることができるようになるための練
れん

習
しゅう

です。すべて

の選
せん

択
たく

肢
し

にはわかりやすいように、表
ひょう

がつけてあります

ので、下
した

にある表
ひょう

に○や×などを書
か

き込
こ

んでみてくださ

い。正
ただ

しい答
こた

えが簡
かん

単
たん

にみつけられます。試
し

験
けん

のときにも、

このように表
ひょう

を自
じ

分
ぶん

で書
か

けば、簡
かん

単
たん

に正
せい

解
かい

がみつけられ

ます。

「主
しゅ

張
ちょう

理
り

解
かい

」の問
もん

題
だい

　長
ちょう

文
ぶん

を読
よ

んで、筆
ひっ

者
しゃ

の論
ろん

点
てん

、主
しゅ

張
ちょう

などを読
よ

み取
と

る問
もん

題
だい

です。論
ろん

理
り

の展
てん

開
かい

を理
り

解
かい

する能
のう

力
りょく

をみる問
もん

題
だい

です。

「情
じょう

報
ほう

検
けん

索
さく

」の問
もん

題
だい

    チラシや、ビジネス文
ぶん

章
しょう

などから必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を取
と

れる

かどうかをみる問
もん

題
だい

で、日
に

本
ほん

語
ご

を日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

の中
なか

で、どの
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くらい使
つか

えるかを調
しら

べるものです。

　この本
ほん

でたくさんの情
じょう

報
ほう

の中
なか

から必
ひつ

要
よう

なものを取
と

り出
だ

す練
れん

習
しゅう

をしてください。

すべての問
も ん

題
だ い

には下
し た

のような解
か い

説
せ つ

がついています。

① ◆答
こた

えるための解
かい

説
せつ

　正
せい

解
かい

、不
ふ

正
せい

解
かい

をはっきり理
り

解
かい

するための解
かい

説
せつ

です。ポ

イントになる本
ほん

文
ぶん

を取
と

り出
だ

してよくわかるように、○×

をつけて説
せつ

明
めい

してあります。

② ◆読
よ

むための解
かい

説
せつ

重
じゅう

要
よう

単
たん

語
ご

　本
ほん

文
ぶん

の中
なか

の重
じゅう

要
よう

な単
たん

語
ご

・関
かん

連
れん

語
ご

には、すべて英
えい

語
ご

・中
ちゅう

国
ごく

語
ご

の翻
ほん

訳
やく

がついていますので、暗
あん

記
き

するまで何
なん

回
かい

でも

くりかえし見
み

てください。

重
じゅう

要
よう

表
ひょう

現
げん

　本
ほん

文
ぶん

に出
で

ている、重
じゅう

要
よう

な表
ひょう

現
げん

をやさしい言
こと

葉
ば

、例
れい

文
ぶん

で

言
い

い換
か

えてあります。また、反
はん

対
たい

語
ご

なども書
か

いてありま

すので、一
いっ

緒
しょ

に覚
おぼ

えると言
こと

葉
ば

の数
かず

を増
ふ

やせます。

Preface

This book is for you if:
◆	 �You are studying for Japanese Language Proficiency Test N2 

level (JLPT N2), your reading ability is insufficient and you want 

to add ability there.

◆	 �You have ability in speaking and listening, but not enough in 

reading.

◆	 �You want to know what types of books are being read in Japan, 

not just for JLPT. 

The features of this book
 �Readings that match the trend in the exercises featured 
in JLPT

This text uses readings that match the trend in exercises from JLPT 

“N2 Reading”, so you can take the exam without any surprises.

 �You can choose exercises that are appropriate for your 
ability

The exercises are arranged to progress from the easy ones to the 

difficult ones so you can freely start from the exercises that match 

your ability.

 �Detailed feedback	

Each exercises has an associated “Explanation for answers” and  

“Explanation for reading”, so you can understand the text correctly.  

When you cannot solve the exercises please refer to them.  You will 

find how to read the text in order to find the correct answer.
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 �You can increase your vocabulary with the vocabulary 
box and associated words

After the explanation there is a set of related words and a vocabu-

lary box.  There are many examples given of related words so you 

can easily increase the number of words you know.

 �Practice for reading quickly
There are 31 “Quick reading practice” sections to add to your read-

ing ability of short, medium and long texts.

 �You can study easily anywhere
The correct answers to the exercises have under pages so you can 

easily check them and study easily, for example on the train.

Structure and usage of this book
This book is divided into 5 sections

1  �For natural Japanese ability: “Sentential grammar”

2  �For understanding of the contents of text: “Compre-

hension”

3  �For reading and comparing various texts: “Integrated 

comprehension”

4  �For grasping and understanding the writer’s point: 

“Thematic comprehension”

5  �For extracting necessary information: “Information re-

trieval”

Exercise structure

Exercises for sentential grammar

In these exercises you search for phrases and words that fit the 

’s in the text.  The problems see if you have the ability to 

make a natural sentence.  You have to understand natural Japanese 

in order to understand these, so please try to read lots of Japanese 

everyday.

Comprehension exercises
We have chosen exercises that tend to occur in “JLPT N2 Read-

ing.”  Like JLPT they are the same length, “Short passages” and 

“Mid-size passages.”  Short passages have one question, and Mid-

size passages have three.  They are exercises to see if you can un-

derstand the writer’s feelings and logic in any essay you read.

Integrated comprehension exercises
In these you read and compare two texts, then relate the texts.  

This is practice to become able to extract information about daily 

life from various sources.  Please write ○ (true), × (false), etc., in 

the table below.  You can then find the correct answer easily.  When 

you take the exam if you write a similar table yourself you can eas-

ily find the correct answer.

Thematic comprehension exercises
These are problems to read and pick up the writer’s point and con-

tention by reading a long text.  The problems check your ability to 

understand the development of an argument. 
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Information retrieval exercises
Exercises to see if you can take necessary information from leaf-

lets, business texts, etc., and can see how much you can use for 

your general Japanese daily life.

Please practice taking just the information you need from the large 

amount of information in this book.

The explanations below are given for all the problems

1. Explanations for answering

These explanations are to clearly understand the correct and incor-

rect answers.  They take the relevant point from the text so that you 

can understand, then explain it along with the ○ (true), × (false).

2. Explanations for reading

*Important vocabulary
Important vocabulary and related words all have English and Chi-

nese translations, so please look at them many times until you have 

memorized them.

    

*Important expressions
The important expressions in this book are rewritten using easier 

words.  Also, there are opposite meanings written so you can in-

crease the number of words you know by studying them together.

前　言

本书推荐给以下这些朋友 :

◆正在准备日语能力测试 N2, 想要提高阅读能力的朋友

◆会话和听力较好 , 但是阅读能力不足的朋友 ;

◆除了日语能力测试之外 , 还想了解日本人都在阅读哪些书的朋友。

本书的特点

  符合日语能力测试出题倾向的读物

  书中按照日语能力测试“N2 阅读”的出题倾向选择文章 , 确保考生能在正式考

试时驾轻就熟、冷静答题。

  读者可按照自己的实力选择问题

  书中的题目是按照从易到难、步步推进的方式排列 , 但读者可以根据自己的实力

自由选择答题的顺序。

  详细的解说

  所有问题都附有“答题解说”“阅读解说”, 帮助读者正确理解文章。无法回答问

题的时候,请参考这些解说。从中可了解到阅读文章的那些部分可以找到正确答案。

  学习相关词增大词汇量

  解说的最后部分设有相关词的栏目 , 介绍了很多与正文相关的词语 , 帮助读者增

加词汇量。

  快速阅读练习

  为了增强阅读长、中、短等不同长度文章的能力 , 书中提供了 31 道关于“快速

阅读练习”的题目。

  随时随地都可轻松学习

  问题的答案就在同一页的下方 , 因此对照起来非常方便 , 任何地方 , 即使是在电

车中也能轻松地学习。

本书的结构和使用方法 

本书共分为以下 5 个部分 :

1.“文章的文法”: 增强自然的日语能力

2.“内容理解”: 理解文章内容

3.“综合理解”: 阅读、比较不同的文章

4.“理解主张”: 理解作者的主张

5.“信息搜索”: 学习如果获得必要的信息
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问题的结构

“文章的文法”的问题

   这是要求读者在正文中的   里填入单词和语句的题目。目的是检验读者是否能

正确书写语法自然的文章。为了回答这样的问题 , 必须先学会自然的日语表现 , 因

此 , 请大家每天大量地阅读日语文章。

“内容理解”的问题

　本章选择了符合日语能力测试“N2 阅读”出题倾向的文章。文章的长度也与日

语能力测试一样 , 分为“短”“中”二种。短篇出一道题 , 中篇出三道。无论长短 ,

都是测试读者是否能在阅读文章后 , 理解作者的心情或论点。

“综合理解”的问题

　本章要求读者阅读两篇文章 , 并对其内容进行比较。这些练习题是让读者学会

在日常生活中从各种角度获得信息。为了帮助读者理解 , 所有的选择项都附上了

表格 , 请试着在表格中填写○或 ×。这样的话很容易就能找到答案。考试的时候 ,

如果也能这样自己列表的话 , 就能很快找到正确答案。

“理解主张”的问题

　阅读长篇文章 , 理解作者的论点和主张。这些问题是用来测试读者对文章逻辑

理解能力。

“信息搜索”的问题

   本章是测试读者是否能从传单、商务文章等获取必要信息的问题 , 也是检验读

者在日常生活中运用日语的能力。

    请使用本书练习从大量的信息中获取所需内容。

所有问题都附上了一下几种解说 :

1	帮助答题的解说

这是帮助读者理解正确答案与错误答案的解说。书中列出了正文中的关键词 , 并

附上○ × 进行说明。

2	帮助阅读的解说

* 重要单词

    文章中的重要单词和相关词都附上了中英文翻译 , 请反复练习直到记住为止。

* 重要表现

　文章中出现的重要表现手法都用简单易懂的语言和例句进行替换。同时 , 还列

出了反义词 , 如果一同记忆 , 可以增加词汇量。
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